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宗
教
史
跡
の

観
光
資
源
化

　
　

ー
沖
縄
県
南
城

市
の

地

域
振
興
政
策
を

事
例
に

ー

吉
　
野

　
航
　
一

　

本
発
衰
で

は、

沖
縄
県
南
城
市
の

宗
教
史
跡
を
用
い

た

観
光
に

よ

る
地

域

振
興
策
を

事
例
に

、

南
城
市、

日
航

財
団、

日
本
代

替
・

相
補
・

伝
統

医
療
連

合
会
議
（
JACT

）

は
、

ど
の

よ
う
に

こ

の

事
業
に

関
与
し

て

い

っ

た
の

か

を
沖
縄
観
光
を

取
り

巻
く

社
会

状
況
を

踏
ま

え
て

明
ら
か

に

し、

日

本
と

沖
縄
に

お

け
る

「

沖
縄
観

光
」

の

社
会
的
配
置
を

検

討

す

る
。

そ
し

て
、

地
域
振

興
を

「

観
光
」

に

期

待
す
る

こ

と

の

問
題
に

つ

い

て

考
察
す
る

。

　

南
城
市
は

、

二

〇
〇
六
年
に

佐
敷
町
・

知

念
村
・

玉

城
村

・

大
里

村
が

含
併
し
て

で

き

た

新
し

い

市
で

あ
る

。

こ

の

合
併
を

機
に
、

南

城
市
は

地

域
総
合
整
備

財
団
（
ふ

る

さ

と

財
団
）

の

「

地

域
再
生
マ

ネ
ー

ジ
ャ

事
業
」

を

利
用
し
て
、

琉
球
王

国
の

歴
史
と

結
び
つ

い

た
宗
教
史
跡
を

「

（
観
光
V

商
品
化
」

す
る

こ

と

で
、

「

観
光
」

に

よ

る

地

域
振
興
を

進
め

て

い

っ

た
。

こ

の

事
業
は
、

観
光
に

よ

っ

て

地

域
社
会
を

活
性
化
さ

せ

た

い

南
城

市
だ

け
で

な
く、

「

沖
縄
イ
メ

ー
ジ
」

が

売
り

尽
さ

れ

た

中
で

新
た

な

沖
縄

観

光
（
新
た

な

「

航
空
文

明
」）

を

開
発
し

た
い

日

航
財
団
と
、

新
た

な

価

値
観
・

対
抗
文
化
で

あ
る

「

統
合
医
療
」

を
】

般
社
会
に

広
め

た

い

JA

CT

の

三

者
が

持
つ

思

惑
が
重
な

り

合
う

中
で

実
施
さ

れ
た

。

　

南
城

市
に

あ
る

最
も

有
名
な

宗
教
史
跡
が、

二

〇
〇
〇

年
に

世
界
文
化

遺
産
（
「

琉
球
王

国
の

グ
ス

ク

及
び
関
連
遺
産
群
」

）

の
「

つ

と

し

て

登
録

さ

れ
た

「

斎
場

御
嶽
（
せ

ー

ふ

あ

ー

う
た
き
ご

で

あ
る

。

南
城
市
は

、

「

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル
」

「

パ

ワ

ー
ス

ポ
ッ

ト
」

と

い

っ

た
近

年
流
行
し
て

い

る

言
葉
を

使
っ

て、

斎
場
御
嶽
や

南
城
市
自
体
を
表
象
し

て

い

っ

た
。

そ

し

て
、

斎
場

御
嶽
は

、

世
界
遺
産
に

登

録
さ

れ

た

時
点
で

は

重
要
な
観

光
ス

ポ
ッ

ト
と

し
て

認
識
さ

れ

て

い

な

か
っ

た
が
、

ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク

の

影

響
も
あ
っ

て
、

そ
れ
は

「

訪
れ
る

べ

き

観

光
地
」

に

変
容
し

て

い

っ

た。

ま

た
、

南
城

市
は、

沖
縄
観

光
が

「

健
康
」

「

癒
し

」

と

結
び

付
け
ら
れ

て

い

る

現
状
を
踏
ま
え、

観
光
に

よ

る

地
域
振
興
の

た

め
に

は

「

住
民
は

健

康
で

な

け
れ

ば
な
ら
な
い
」

と

い

う
至
上

命
題
に

直
面
し

た
。

南
城
市

は、

こ

の

問
題
を

解
決
す

る

た
め

に

「

統
合
医
療
」

を
利
用
し

た
。

一

方

の

統
合
医
療
を

主

張
す
る

JACT

に

は、

主
流
文
化
の
一

員
と

な

っ

た

「

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル
」

「

癒
し
」

に

接
続
し

て

公
共
団
体
の

事
業
に

組
み

込
ま

れ
る

こ

と

で

社
会
的
認
知
を
獲

得
し
た

い

と

い

う
意
図
が

あ
っ

た
と

考
え
ら
れ

る
。

　
こ

の

南
城
市
の

「

健
康
化
」

は、

沖
縄
観
光
に

と

っ

て

「

健
康
」

は
必

要
不

可
欠
な

要
素
で

あ
る

と

い

う

沖
縄
側
の

思
い

と、

「

沖
縄
の

健
康
」

は

「

日

本
の

健
康
」

に

繋
が
っ

て

い

る

と

い

う
日
本
本
土
側
の

思
い

に

よ

っ

て

構
築
さ

れ
た

。

「

沖
縄
」

は

「

日
本
の

平

和
」

だ

け
で

な
く

「

日

本

の

健
康
」

の

た

め

に

貢
献
し

な
け

れ

ば
な
ら
な
か

っ

た
。

し

か

し
、

こ

の

事
業
の

主

要
目
的
で

あ
っ

た

「

観
光
」

を

通
し
て

の

地
域
活
性
化
と

宗
教

史
跡
と

結
び
つ

け
た

「

統
合
医
療
」

の

推
進
は、

南
城
市
と

JACT

の

考
え

方
が

乖
離
し

た

こ

と

も

あ
っ

て、

こ

の

事
業
で

は
実
質
的
に

は

実
施

さ

れ

な
か

っ

た
。

実
際
に

実
施
さ

れ

た

地
域
住
民
の

「

健
康
増
進
」

に

関

す
る

事

業
（

ノ

ル

デ
ィ

ッ

ク
・

ウ

ォ

ー

キ
ン

グ）

や
宗
教
史
跡
の

「

再
活

性
化
（
保
存
と

認
知
と

に

関
す

る

事
業
（
案
内
板

等
の

設

置）

は
、

観
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光
・

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア
ル
・

統
合
医
療
と

題
さ

れ

な
く
て

も

十
分
に

実
施
可

能
な
も
の

で
あ
っ

た
。

　

沖
縄
や
南

城
市
だ

け
で

な

く
、

様
々

な

地
域
社
会
が

「

観
光
」

に

よ

る

地

域
振
興
に

期
待
す
る

。

し
か

し
、

南
城
市
の

事
例
は

、

地
域
社
会
が

抱

え

る
問
題
の

解
決
の

た

め
に

「

観
光
資
本
」

と

「

観

光
客
」

が

ホ

ス

ト

社

会
に

流
入
す
る

こ

と

は

な
い

と

い

う

現
実
を

再
認
識
す
る

必
要
を
思
い

起

こ

さ

せ

る
。

そ
の

性
質
か

ら
し
て

、

観
光
客
や

観
光

資
本
が

観
光
地
（

他

者
）

の

「

問
題
」

を
わ
ざ
わ
ざ
抱
え

込
む

こ

と

は
な
い

。

観
光
化
に

直
面

す
る

地
域
社
会
は、

観
光
に

期
待
し

つ

つ

も
、

「

観
光
」

と

「

地

域
振
興
」

は

異
な
る

文

脈
と

意
図
の

下
で

実

施
さ

れ

る

と

い

う
こ

と
を

踏
ま

え
る
必

要
が

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

「

観
光
」

を
理

解
す
る
こ

と

は、

多
様
な

ア
ク

タ

ー
と

意
図
が
混

在
す

る

「

觀
光
」

を

解
体
す
る

こ

と
で
、

当
該
社
会
に

と
っ

て

適
切
な

「

観
光
」

を

再
構
築
あ
る

い

は

「

観
光
」

か

ら

離
脱
す
る

作
業
に

繋
が

つ

て

い

る
。
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